
ダイセキのバリューチェーンと競争優位性

収集運搬

バリューチェーンを
つなぎ動かす

商談・分析

 コンサルティング・
技術提供

中間処理

 再資源化・
製品化

顧客の潜在的なニーズ・環境リスクに対し、ダイセキグループの強みを活かした新たな視点から解決策を提案します。

コンサルティング・技術提供

顧客のモノづくり・環境保全・資源循環のための主体的な提案特長

課題 • 顧客の潜在的なニーズを掘り起こし、課題解決型企業への進化を牽引できる人財の育成

顧客から提供された廃棄物サンプルを分析したうえで、安全かつ確実な処理方法を提案し契約をします。

商談・分析

豊富なノウハウと技術力、幅広いニーズへの対応特長

課題 • 年々難易度が高まる廃棄物処理に対応する技術力、及び法令遵守体制のさらなる強化

廃棄物を性状や化学的性質に合わせ、中間処理施設で安全・確実に無害化・減量化しCO₂削減に貢献します。

中間処理

製造資本と技術力を活用し処理量と品目数は業界トップクラス、顧客のCO₂削減にも貢献特長

課題 • 社員の安全と顧客の信頼を獲得するための安全対策の強化
•中間処理コストの低減

再資源化・製品化

顧客の廃棄物を加工し、リサイクル製品を製造します。
バージン材の代替となるリサイクル製品を販売することで、資源を循環させて資源枯渇の防止に貢献します。

環境保全と経済性の両立を実現。環境創造への使命感を持つスタッフも強み特長

課題 •カスケードリサイクルのさらなる効率化
•マテリアルリサイクルの市場開拓と技術開発

顧客の工場などから廃棄物を回収し、自社の工場まで安全かつ確実に運搬します。

収集運搬

全国ネットワークを形成、専用の大型車両と専門スタッフによる迅速で確実な収集運搬特長

課題 • 社員の安全と顧客の信頼を獲得するための安全対策の強化
•物流業界の人手不足などの状況も踏まえた専門スタッフの質・量の確保

廃棄物の特性を
見極めて提案

環境負荷を抑えつつ価値のあ
る資源を抽出できる処理方法
を提案します。

廃棄物を有価物に
リサイクル

長年培ってきた技術力により
廃棄物を有価物にリサイクル
します。

資源循環の
仕組みの最適化

個別案件の知見をグループ全
体で共有・蓄積し、他の顧客や
新分野に展開します。

バリューチェーンをつなぐことで生み出される価値

　ダイセキの競争優位性の本質は、廃棄物の回収から再資源化までを一体
で担える点にあります。グループの技術や専門性、M&Aや協業など最適手
段を見極め、バリューチェーンをつなぎ、資源循環を実現しています。本
ページでは、その各工程の強みや課題と連携により生み出される価値を
説明します。

P. 25 バリューチェーンをつなぎ動かす5つの強み

P. 27 特集 顧客課題の解決から次のニーズへ 

P.47 進化を支える資本
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Q2 なぜダイセキは
顧客に選ばれるのか
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